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宇
治
町
に
「 
穴  
田 
」
と
い
う
地
名

あ
な 

だ

が
あ
り
ま
す
。
吉
備
高
原
上
に
宇

治
盆
地
を
つ
く
っ
て
流
れ
る
島
木

川
の
西
側
一
帯
、
支
流
の
塩
田
川

の
流
域
に
位
置
し
て
い
て
、
高
原
の

地
形
が
う
ね
り
北
の
成
羽
町
中
野

と
の
境
に
は
六
一
九
ｍ
の
青
竜
山

が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
耕
地
は
斜

面
に
階
段
状
の
水
田
や
畑
が
分
布

し
、
陰
地
、
日
名
、
野
呂
、
宮
陰
地
、

塩
田
、
丸
山
な
ど
の
集
落
が
点
在

し
て
い
ま
す
。

　

「
穴
田
」
い
う
地
名
は 
何  
時 
頃
か

い 

つ

ら
生
ま
れ
た
の
か
よ
く
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。古
く
は 
承 
じ
ょ
う 
平 
年
間
（
九

へ
い

三
一
〜
九
三
八
）
に
で
き
た
百
科

辞
書
「 
和 わ 
名 

み
ょ
う 

類 
る
い 

聚  
抄 

じ
ゅ
う 
し
ょ
う

」
に 
下 

し
も 

道 
つ
み
ち
く 

郡 
こ
お
り

「
穴
田
」（ 
安  
奈  
多 
）
郷
が
出
て
き
ま

あ 

な 

た

す
。
そ
し
て
「
大
日
本
地
名
辞
書
」

（
吉
田
東
伍
著
）
に
『「 
穴  
田 

あ
な 

た 
郷 
は

（
な
が
た
）

今
高
山
村
、
平
川
村
、
富
家
村
等
で

成
羽
川
の
南
岸
、
西
は
神
石
郡
、
南

は
後
月
郡
に
至
る
」
と
書
い
て
い
て

「
穴
田
と
い
わ
ず 
穴  
門 
（ 
奈  
加  
止 
）

あ
な 

と 

な 

が 

と

と
い
う
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
ま

す
。ま
た
「
府
志
」
の
内
容
を
紹
介

し
て
「
穴
田
郷
と
穴
門
郷
を
別
に

し
て
い
る
。
地
形
よ
り
見
れ
ば
宇

治
村
は
成
羽
郷
で
穴
門
郷
は
和
名

抄
の
穴
田
に
当
る
」
穴
田
郷
は
高

山
・
平
川
の
前
岸
に
あ
る
宇
治
村
、

中
村
に
も
大
字
「
穴
田
」
が
あ
る
。

古
く
か
ら
「
穴
田
」
は
二
郷
に
分
け

て
呼
ん
で
い
た
』
な
ど
と
説
明
し
て

い
て
、古
代
地
名
の「
穴
田
」の
中
心

を
高
山
の
穴
門
付
近
と
宇
治
の

「
穴
田
」
付
近
の
両
説
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
宇
治
町
の
本
郷
、

穴
田
、
丸
山
付
近
が
郷
域
に
推
定

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

中
世
に
は
承
久
三
年
（
一
二
二

一
）
信
濃
か
ら
赤
木
氏
が
穴
田
郷

と
そ
の
付
近
を
賜
っ
て
新
補
地
頭

と
し
て
、
こ
の
地
に
や
っ
て
来
て
滝

谷
城
を
つ
く
り
土
居
屋
敷
に
代
々

住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
中
野
村
に

大
氏
八
幡
宮
、
宇
治
村
に
池
原
八

幡
宮
を
建
て
た
（
赤
木
家
文
書
＝

岡
山
県
古
文
書
集
）
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。そ
し
て
ま
た 
永 
え
い 

享 
元
年
（
一

き
ょ
う

四
二
九
）
の
池
上
家
文
書
の
「 
惣  
社 

そ
う 
じ
ゃ

宮
造
営
帳
写
」（
前
掲
書
）
の
中
に

 
国  
衛  
御 

こ
く 

が 

ご 
領 

り
ょ
う 

棟  
別 
一
間
に
二
〇
文
課

む
な 
べ
つ

せ
ら
れ
た
記
録
に
穴
田
郷
が
出
て

い
ま
す
。
ま
た
「
吉
備
津
神
社
文

書
」
の
「 
流  
鏑  
馬 

や
ぶ 

さ 

め 
料 

り
ょ
う 
足 

そ
く 
納 

お
さ
め 
帳 
」
の
中

ち
ょ
う

の 
康 

こ
う 

正 
三
年
（
一
四
五
七
）
分
と
し

し
ょ
う

て
「
あ
な
た
中
村
」
が
、
長
禄
二
年

（
一
四
五
八
）
分
と
し
て
二
貫
五
〇

〇
文
を
「
穴
田
西
方　

直
納
」な
ど

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
御

前
神
社
棟
札
（「
川
上
郡
誌
」）
に

「
穴
田
郷
四
か
村
」と
あ
っ
て
、
そ

の
一
つ
に
川
上
郡
遠
原
村
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
中
世
に
は
「
穴
田
」

の
地
名
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
宇

治（
塩
田
、丸
山
）、中
野
、坂
本
、中

村
（
長
地
、
布
寄
、
相
坂
、
小
泉
）
な

ど
広
い
範
囲
に
渡
っ
て「
穴
田
」だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

　

近
世
に
は
、
穴
田
郷
内
一
二
か

村
と
し
て
、
塩
田
、
丸
山
、
宇
治
、
遠

原
、
中
野
、
吹
屋
、
坂
本
、
布
寄
、
長

地
、
相
坂
、
羽
根
、
小
泉
の
村
々
が

あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
各
村

は
毛
利
の
支
配
か
ら
幕
府
領
、
松

山
藩
領
、
倉
敷
代
官
所
の
支
配
な

ど
村
の
た
ど
っ
た
歴
史
は
異
な
り
、

石
高
も
違
い
ま
す
。
近
代
に
な
っ
て

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
塩
田

村
、
丸
山
村
が
合
併
し
て
古
代
、
中

世
の
歴
史
地
名
を
残
し
た
「
穴
田

村
」
が
成
立
し
ま
す
。そ
し
て
明
治

二
二
年
（
一
八
八
九
）に
は
宇
治
村

の
大
字
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

古
代
の
「
穴
田
」
は
現
在
の
宇
治

町
一
帯
に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
穴
田
」
は
古
代
か
ら
の
歴
史
を
語

る
地
名
と
い
れ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

「
穴
田
」
と
い
う
地
名
は
大
阪
や

長
野
に
も
見
ら
れ
、「
穴
」の
つ
く
地

名
は
多
い
の
で
す
。「
穴
井
」「
穴

原
」「
穴
部
」「
阿
那
」
な
ど
が
そ
う

で
す
。
洞
穴
や
穴
状
に
入
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
、
畑
の
ま
わ
り
、
畑
の
周

囲
の
斜
面
、な
ど
の
意
味
を
示
す
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
石
灰
岩
の
地
域

の
多
い
「
穴
田
」
付
近
に
ふ
さ
わ
し

い
地
名
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

三
十
四　

穴　

田

現在の宇治「穴田」遠望
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成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイ
ツ星原→鶴鳴保育園→市営栄
町住宅→妙見町堀江宅横→雇
用促進住宅→黒川商店（日名
地区）→枝中央地区→成美保
育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・
山本地区→小泉・東地区→布
寄小学校→中野・迫地区→吹
屋保育園→吹屋小学校→向井
商店（坂本地区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
３日�，１０日�，１６日�，１７日�，２３日�，２４日�

開館時間

　花の名山といわれる１００の
山々をあげ、その山の名花と
出会える「ベストコース」を
紹介。地図を中心とした丁寧
なコースガイド、コースを彩
る花々の写真と解説で実践
に役立つガイドブック。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１８日�
１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前２０日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２１日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２５日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２８日�

一般書

花の百名山地図帳
山の渓谷社：編
山の渓谷社

9月 11 日（ 火）　9月 25日（ 火）

　かえるのアルリィくんは
小さな島の王子様。お城の生
活に退屈して、ちょこちょこ
タウンにやってきました。町
の人と仲良くなるため、郵便
屋さんになってお手紙を届
けていると…。

児童書

アルリィはゆうびんやさん
�ちょこちょこタウンだより�

にしのちあき：著
瑞雲舎

休館日

9：00～ 17：00

きりがみあそび「ハネハネキャッチ」１日�

ビデオ「ガリバー旅行記」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

８日�

おりがみあそび「寝袋リラックマ」１５日�

かみしばい「おねぼうなじゃがいもさん」２２日�

みんなであそぼう「とんぼ捕りセット」２９日�

�月

毎週月曜日休館日

開館時間 9：00～ 17：00

児童書

両親をしつけよう!
ピート・ジョンソン：作
岡本浜江：訳
文研出版

　新しい学校に転校してきたルー
イ。そこは、親も先生たちも、勉強
と成績のことしか考えていないとん
でもない所だった。勉強が苦手で、
お笑いタレントを目指すルーイは、
「ガリ勉方式」にそまった両親をしつ
けることに…。

※第５３回青少年読書感想文全国コンクール・
　小学校高学年の部、課題図書。


